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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 19,046 8.6 1,723 62.8 1,689 41.4 984 61.7

2025年３月期第１四半期 17,531 26.3 1,058 － 1,194 － 608 －

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 641百万円（△56.7％） 2025年３月期第１四半期 1,480百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 102.81 －

2025年３月期第１四半期 63.63 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第１四半期 94,188 43,893 41.3 4,067.17

2025年３月期 97,113 44,504 39.9 4,044.52

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 38,946百万円 2025年３月期 38,729百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 45.00 － 55.00 100.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 60.00 － 60.00 120.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 39,000 10.1 3,600 45.5 3,600 39.6 2,000 59.2 208.86

通期 80,000 9.2 6,800 27.1 6,800 18.5 3,700 43.1 386.39

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想の修正につきましては、本日（2025年７月29日）公表いたしました「2026年３月期第２四半期連結累

計期間及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 10,684,321株 2025年３月期 10,684,321株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 1,108,512株 2025年３月期 1,108,487株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 9,575,826株 2025年３月期１Ｑ 9,569,935株

※  注記事項
（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無
②  ①以外の会計方針の変更                      ：無
③  会計上の見積りの変更                        ：無
④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（1）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、継続する物価高と実質賃金の低下により、個人消費は緩やか

に回復傾向になりつつも伸び悩みました。一方、訪日外国人によるインバウンド需要は引き続き高水準で推移し、

サービス業を中心に国内需要を下支えしました。

世界経済においては、米中間の貿易摩擦や中東情勢の不安定化が継続しており、先行きに対する金融市場の不透

明感が高まっています。特に、米国による関税措置が日本の輸出産業へ与える影響が注目されており、外需を巡る

リスクは依然として警戒が必要な状況です。

このような状況下、当社グループは低誘電樹脂の堅調な販売に加え、出荷を開始した電池材料の負極用複合バイ

ンダーが大きく伸長し、過去最高を更新する好調なスタートを切ることができました。４月から始まった中期経営

計画「SMART 2030」をさらに前倒しすべく、研究開発のスピードアップと早期実績化を進めてまいります。

当第１四半期連結累計期間の業績としましては、『電子・情報』セグメントの電子材料の低誘電樹脂や『環境・

エネルギー』セグメントの電池用材料の負極用水系複合接着剤が大幅に伸長したことにより、売上高は190億46百万

円（前年同期比8.6％増）となりました。

損益面につきましては、『電子・情報』セグメントの売上高が伸長したことにより、営業利益は17億23百万円

（前年同期比62.8％増）、経常利益は16億89百万円（前年同期比41.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は９億84百万円（前年同期比61.7％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、当社グループの報告セグメントの区分を、材料別の「界面活性剤」、

「アメニティ材料」、「ウレタン材料」、「機能材料」、「電子デバイス材料」、「ライフサイエンス」の６セグ

メントから、分野別の「電子・情報」、「環境・エネルギー」、「ライフ・ウェルネス」、「コア・マテリアル」

の４セグメントへ変更しております。また、前年同期比につきましては、変更後の区分方法により作成した前第１

四半期連結累計期間の数値と比較しております。

＜電子・情報＞

電子・情報セグメントの売上高は、総じて大幅に伸長しました。

国内では、ディスプレイ材料のフレームに用いられる難燃剤やモニターに用いられる特殊界面活性剤が低調に推

移しましたが、電子材料の低誘電樹脂が大幅に伸長しました。

海外では、ディスプレイ材料のフレームに用いられる難燃剤が大きく落ち込みましたが、電子材料の低誘電樹脂

が大幅に伸長しました。

その結果、当セグメントの売上高は69億37百万円（前年同期比11.2％増）となりました。

営業利益は、売上高が伸長したことにより、14億47百万円（前年同期比34.6％増）となりました。

＜環境・エネルギー＞

環境・エネルギーセグメントの売上高は、総じて大幅に伸長しました。

国内では、フロン規制に関連する環境配慮型の合成潤滑油は低調に推移しました。モビリティの電装部材に用い

られる基板用封止剤や接着剤が大幅に伸長しました。太陽電池用途の高性能導電性ペーストは大幅に伸長しまし

た。

海外では、電池用材料の負極用水系複合接着剤が前期末に立ち上がったことで、大幅に伸長しました。太陽電池

用途の高性能導電性ペーストは低調に推移しました。

その結果、当セグメントの売上高は46億27百万円（前年同期比16.4％増）となりました。

営業利益は、売上高が伸長したものの研究開発活動の推進により営業経費が増加したことにより、73百万円の営

業損失（前年同期は１億24百万円の損失）となりました。

＜ライフ・ウェルネス＞

ライフ・ウェルネスセグメントの売上高は、総じて堅調に推移しました。

国内では、石鹸・洗剤用途は低調に推移しました。食品用途のショ糖脂肪酸エステルが堅調に推移しました。

海外では、ショ糖脂肪酸エステルの食品用途、香粧品用途が堅調に推移しました。

その結果、当セグメントの売上高は35億12百万円（前年同期比3.7％増）となりました。

営業利益は、海外のショ糖脂肪酸エステルを中心に採算性が改善したことにより、２億26百万円（前年同期比

134.6％増）となりました。
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＜コア・マテリアル＞

コア・マテリアルセグメントの売上高は、総じて堅調に推移しました。

土木・建築用途のトンネル崩落防止剤が堅調に推移しました。ゴム・プラスチック製品加工用途の難燃剤は堅調

に推移しました。

その結果、当セグメントの売上高は39億69百万円（前年同期比1.1％増）となりました。

営業利益は、高付加価値品の売上高が増加したことにより、１億22百万円（前年同期は11百万円の利益）となり

ました。

（2）当四半期の財政状態の概況

　（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は547億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ24億71百万円

減少しました。これは主に、現金及び預金が13億15百万円、受取手形及び売掛金が12億39百万円減少したことなど

によるものです。固定資産は394億12百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億52百万円減少しました。これは

主に、投資有価証券が１億62百万円増加したものの、有形固定資産の合計が５億74百万円減少したことなどによる

ものです。

この結果、総資産は941億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億24百万円減少しました。

　（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は256億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億39百万円

減少しました。これは主に、短期借入金が２億４百万円、未払金などのその他（流動負債）が８億38百万円増加し

たものの、支払手形及び買掛金が９億60百万円、賞与引当金が７億44百万円減少したことなどによるものです。固

定負債は246億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億73百万円減少しました。これは主に、長期借入金が

14億98百万円減少したことなどによるものです。

この結果、負債合計は502億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ23億12百万円減少しました。

　（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は438億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億11百万

円減少しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益９億84百万円及び剰余金の配当５億26百万円な

どにより利益剰余金が４億57百万円、その他有価証券評価差額金が２億46百万円増加したものの、非支配株主持分

が８億28百万円、為替換算調整勘定が４億74百万円減少したことなどによるものです。

この結果、自己資本比率は41.3％（前連結会計年度末は39.9％）となりました。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ修正いたしました。詳細につきまして

は、本日（2025年７月29日）公表の「2026年３月期第２四半期連結累計期間及び通期連結業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,751 15,436

受取手形及び売掛金 19,842 18,603

電子記録債権 2,316 2,767

商品及び製品 11,987 11,113

仕掛品 18 20

原材料及び貯蔵品 3,894 4,661

前払費用 420 495

その他 2,029 1,690

貸倒引当金 △13 △11

流動資産合計 57,247 54,776

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,449 12,205

機械装置及び運搬具（純額） 5,524 5,371

工具、器具及び備品（純額） 1,199 1,218

土地 10,027 9,813

リース資産（純額） 1,756 1,692

建設仮勘定 440 523

有形固定資産合計 31,398 30,824

無形固定資産 250 273

投資その他の資産

投資有価証券 5,694 5,857

長期貸付金 9 9

長期前払費用 387 330

繰延税金資産 124 113

退職給付に係る資産 1,631 1,629

その他 369 375

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 8,215 8,315

固定資産合計 39,865 39,412

資産合計 97,113 94,188

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,484 12,523

電子記録債務 500 481

短期借入金 6,300 6,504

リース債務 523 537

未払費用 320 283

未払法人税等 927 824

未払事業所税 42 10

賞与引当金 1,461 716

その他 2,971 3,809

流動負債合計 26,532 25,693

固定負債

社債 6,000 6,000

長期借入金 17,114 15,616

リース債務 1,412 1,323

繰延税金負債 1,118 1,257

退職給付に係る負債 77 67

資産除去債務 74 74

その他 278 263

固定負債合計 26,075 24,602

負債合計 52,608 50,295

純資産の部

株主資本

資本金 8,895 8,895

資本剰余金 7,275 7,275

利益剰余金 21,575 22,033

自己株式 △2,449 △2,449

株主資本合計 35,296 35,754

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,606 1,853

為替換算調整勘定 1,412 937

退職給付に係る調整累計額 413 400

その他の包括利益累計額合計 3,432 3,191

非支配株主持分 5,775 4,946

純資産合計 44,504 43,893

負債純資産合計 97,113 94,188
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 17,531 19,046

売上原価 13,450 13,960

売上総利益 4,081 5,085

販売費及び一般管理費 3,022 3,362

営業利益 1,058 1,723

営業外収益

受取利息 7 2

受取配当金 5 6

持分法による投資利益 9 12

受取賃貸料 8 8

為替差益 184 3

その他 20 30

営業外収益合計 235 65

営業外費用

支払利息 61 62

社債利息 9 9

その他 28 27

営業外費用合計 99 99

経常利益 1,194 1,689

特別損失

固定資産処分損 10 53

特別損失合計 10 53

税金等調整前四半期純利益 1,184 1,635

法人税、住民税及び事業税 199 376

法人税等調整額 118 38

法人税等合計 318 414

四半期純利益 865 1,220

非支配株主に帰属する四半期純利益 256 236

親会社株主に帰属する四半期純利益 608 984

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純利益 865 1,220

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 310 246

為替換算調整勘定 306 △751

退職給付に係る調整額 △10 △12

持分法適用会社に対する持分相当額 9 △61

その他の包括利益合計 614 △579

四半期包括利益 1,480 641

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,111 743

非支配株主に係る四半期包括利益 368 △101

（四半期連結包括利益計算書）
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 798百万円 797百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：百万円）

電子・情報 環境・エネルギー ライフ・ウェルネス コア・マテリアル 合計

売上高

外部顧客への売上高 6,239 3,976 3,387 3,927 17,531

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 6,239 3,976 3,387 3,927 17,531

セグメント利益又は損失(△）

（営業利益又は営業損失）
1,075 △124 96 11 1,058

（単位：百万円）

電子・情報 環境・エネルギー ライフ・ウェルネス コア・マテリアル 合計

売上高

外部顧客への売上高 6,937 4,627 3,512 3,969 19,046

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 6,937 4,627 3,512 3,969 19,046

セグメント利益又は損失(△）

（営業利益又は営業損失）
1,447 △73 226 122 1,723

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(注) 報告セグメント利益又は損失の合計金額と四半期連結損益計算書の営業利益は一致しております。

　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(注) 報告セグメント利益又は損失の合計金額と四半期連結損益計算書の営業利益は一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、当社グループの報告セグメントの区分は「界面活性剤」、「アメニ

ティ材料」、「ウレタン材料」、「機能材料」、「電子デバイス材料」、「ライフサイエンス」として

おりましたが、各分野の特性に応じた戦略立案、ステークホルダーの事業内容理解促進、効率的な管

理・分析を可能にし、企業の成長を促進するため、「電子・情報」、「環境・エネルギー」、「ライ

フ・ウェルネス」、「コア・マテリアル」の４セグメントへ変更しております。なお、前第１四半期連

結累計期間のセグメント情報については、変更後の名称および区分方法により作成したものを記載して

おります。

- 9 -

第一工業製薬㈱（4461）2026年3月期　第１四半期決算短信



独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月８日

第一工業製薬株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

京都事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 小幡　琢哉

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 鈴木　慧史

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている第一工業製薬株式会社の2025年４月１日から2026年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

その他の事項

会社の2025年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表は、期中レビューが実施されていない。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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※１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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